
5/25～29 

・1 学期 始業式の持ち物等についてのお知らせ…（4 ページ目） 

（郵送したものと同じ内容です。） 

・6年生 学習課題 

 

国語科 

1 笑うから楽しい 2 時計の時間と 

心の時間 

3 時計の時間と 

心の時間 

4 時計の時間と 

心の時間 

5 時計の時間と 

心の時間 

筆者が二つの事

例を挙げた意図

を考えよう。 

・詳細は、国語

の５月２５日分 

「時計の時間」

「心の時間」につ

いて、考えよう。 

・詳細は、国語

の５月２６日分 

文章全体の構成

を考えよう。 

 

・詳細は、国語

の５月２７日分 

筆者があげた事

例の意図につい

て考えよう。 

・詳細は、国語

の５月２８日分 

筆者の主張につ

いて、自分の考え

をまとめよう。 

・詳細は、国語の

５月２９日分 

 

社会科 

1天皇中心の国づくり 2貴族のくらし ３貴族のくらし 

奈良に都があったころ、大陸

から受け入れた文化につい

て考えよう 

・詳細は社会 7 

平安時代の貴族はどのよう

なくらしをしていたのか考

えよう 

・詳細は社会 8 

平安時代のくらしや文化に

ついてまとめよう 

 

・詳細は社会 9 

 

算数科 

1対称な図形 2文字と式  3文字と式  4文字と式  

これまで学習した多

角形について、線対

称な図形か、点対称

な図形か調べよう！ 

 

・詳細は対称な図形⑨ 

数量を表す式につい

て考えよう！ 

 

 

 

・詳細は文字と式① 

数量の関係を表す式

について考えよう！ 

 

 

 

・詳細は文字と式② 

式から具体的な場面を

つくったり、わからな

い数量があるときに数

量の関係を式に表す方

法を考えたりしよう！ 

・詳細は文字と式③ 

※今週分の解答は、25日にパスワード付きのページに掲載します。 

 

 

 

 



 

理科 

1植物の体 ２植物の体 3植物の体 

植物に与えた水のゆくえに

ついて、確かめる実験を考え

てみよう。 

・詳細は理科の今週の課題① 

植物が自給自足していること

を確かめる実験を考えよう。 

 

・詳細は理科の今週の課題② 

植物はどのような息のしか

たをしているのだろうか。 

 

・詳細は理科の今週の課題③ 

 

音楽科 

1マルセリーノの歌 

『マルセリーノの歌』をリコーダーで演奏しよう 

・『マルセリーノの歌』（P.12）の答え合わせをする。間違えたところは赤で書き直しまし

ょう。（答えはこの後のページにのっています。） 

・『マルセリーノの歌』をリコーダーで練習をする。「ソ♯」の弾き方は P.77に書いてあ

ります。右手の薬指は２つある穴の大きい方だけふさいでください。 

 

図画工作科 

1自画像を描こう 

絵画をかん賞しよう 

・郵送したプリントの「6年生 図画工作 課題②」を見て進めてください。 

 

家庭科 

1クリーン大作戦！！ 

そうじの仕方を見直そう（プリント No.3） 

工夫してそうじをしてみよう（プリント No.4） 

・郵送したプリントの「6年家庭科 学習の進め方」を見て進めてください。 

 

体育科 

1病気の予防 

病気はどのようにして起こるのか、病原体がもとになって起こる病気を予防するためには

どうすればよいか考えよう 

・先週に引き続き、プリントに書き込みましょう。 

 

ストレッチ・トレーニングで体を動かそう 

・詳細は先週分の ≪5月 18日からの課題≫ のプリントを見てください。 

 ※学年のHP内に動画を掲載しますので、ご覧ください。 

 

 



 

英語科 

1 This is me! 2 This is me!  

単語を正確に書き写そう 

・詳細は英語 3 

世界のさまざまな一番を考えよう 

・詳細は英語 3 

 

 

 

国語補習 

※アドバンスのコピーを使います。 

 補習用として学校の授業用ノートとは違うものをご用意ください。 

２６日  ⑫詩の鑑賞② 2８日  ⑭物語の読解③ 

○「詩の鑑賞」 

○「同音異義語・同訓異義語」 

上記を主に解説をしながら、学習します。 

 

※補習資料は、授業前までに、ノートに書い

ておいてください。 

○「物語の読解」 

○「三字熟語」 

上記を主に解説をしながら、学習します。 

 

※補習資料は、授業前までにノートに書い

ておいてください。 

 

 

算数補習 

※アドバンスのコピーを使います。 

 補習用として学校の授業用ノートとは違うものをご用意ください。 

25 日 集まりに関する問題 27 日 対称な図形 文字と式 29 日 比と比の性質 

ベン図をつかって解く問題

のポイント解説を行います。 

特に P138 ポイント①、

P139 ポイント②（4月に

郵送したコピー）を中心に行

います。 

問題のポイント解説を行い

ます。特に P16 ポイント

①、P17 ポイント③（4月

に郵送したコピー）、 

P28  ポイント①、P29 

ポイント②（5月に郵送した

コピー）を中心に行います。 

比を使った問題のポイント

解説を行います。 

特に P44 ポイント①、

P45 ポイント②、P46 

ポイント③（5月に郵送した

コピー）を中心に行います。 

プリント⑤～⑧は復習用として使ってください。 

 

 

出典： 教科書 光村図書（国語）東京書籍（社会・算数・英語）教育出版（理科・音楽） 

  開隆堂（図工・家庭）学研（保健） 

 

5ページから、説明がある教科はこの順番で詳細が表示されます。 



1 学期 始業式の持ち物等のお知らせ 

 

 始業式の持ち物等ついてお知らせいたします。 

 

〇登下校時間 

開門１０時、１０時２０分までに登校、１２時１５分頃下校予定。 

荷物の移動があるため、５年教室に集まりましょう。 

 

〇服装等 

夏の制服（白の靴下）・ランドセル・手提げかばん 

 

〇持ち物 

□ 筆箱、下敷、連絡帳、連絡せん、連絡袋、タタメット、上履き 

□ ５、６月の健康観察カード 

□ 家庭学習カード 計 7枚 

【4/13～】【4/20～】【4/27～】【5/4～】【5/11～】【5/18～】【5/25～】 

□ すぎなの原稿 

□ 5年生のドリルの残り 

漢字スキル（厚いものと薄いもの）・漢字の学習（厚いものと薄いもの） 

計算ぐんぐん・計算ばっちりノート 

□ 5年生時の算数ノート（教科書の問題を解いたもの） 

□ 漢字スキル（6年 1学期） 

□ 計算プリント ※算数補習に参加予定者のみ 

□ 理科わくわくシート 

□ 一学期の目標 

□ ぞうきん 2枚（清掃用無記名）（消毒用記名あり） 

※清掃用とは別に、お弁当前の机の消毒用に机ふきのご用意もお願いします。（6/8までで大丈夫

です。）机の横にかけられるようループ付きのもので、「名前」と「つくえ用」を明記してください。 

 

 

※その他の課題プリント等は、各教科の最初の授業時に提出するようにしてください。 

名前 

つくえ用 



 

 

 

 

 

 

 

 

★ 

ず 

六 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

五
月
二
十
五
日(

月) 

四
十
六
ペ
ー
ジ 

「
笑
う
か
ら
楽
し
い
」 

中
村 

真 

 

●
め
あ
て 

筆
者
が
二
つ
の
事
例
を
挙
げ
た
意
図
を
考
え
よ
う
。 

 
 

 
 

① 

前
時
の
復
習 

①
段
落
・
・
主
張 

 

②
段
落
・
・
事
例
① 

 

③
段
落
・
・
事
例
② 

 

④
段
落
・
・
主
張 

 

★
主
張
・
・
筆
者
の
考
え 

★
事
例
・
・
「
主
張
」
の
根
拠
や
理
由
と
な
る
事
実 

  
 

 
 

 

② 

①
段
落
と
④
段
落
だ
け
を
音
読
し
よ
う
。
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。 

 
 

 
 

 
 

◎
①
段
落
と
④
段
落
だ
け
だ
っ
た
ら
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

自
分
の
考
え) 

  

③ 

「
体
の
動
き
」
と
「
心
の
動
き
」
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
筆
者
の
主
張
に 

つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。
自
分
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
、
書
い
て
み
よ
う
。 

 

 

◎
筆
者
の
主
張
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え 

 
 

例
・
・
自
分
も
悲
し
か
っ
た
と
き
に
笑
う
こ
と
を
意
識
し
た
ら
、
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た 

 
 

 
 

 

の
で
、
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。 

 
 

な
ど 

 

④ 

本
時
の
振
り
返
り 

◎
今
日
の
学
習
で
心
に
残
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

百
字
程
度) 

                

 
 

  
 

 
 

事例がなければ、読み手は

どう感じるかな？ 

筆者の主張だけで、納得で

きるかな？ 

筆者が、二つの事例を取り上げた

意図について、考えました！ 

この学習が次の「時計の時間と心

の時間」につながります！！ 



  

五
月
二
十
六
日(

火) 

四
十
八
ペ
ー
ジ 

「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
」 

一
川 

誠 

 

●
め
あ
て 
「
時
計
の
時
間
」「
心
の
時
間
」
に
つ
い
て
、
考
え
よ
う
。 

 
 

 

①
「
時
計
の
時
間
」
と
「
心
の
時
間
」
と
い
う
言
葉
が
何
を
表
し
て
い
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
音
読
し
よ
う
。 

  
 

 
 

②
初
発
の
感
想
を
書
こ
う
。 

 
 

◎
初
め
て
読
ん
だ
感
想 

 

 
 

 
 

・
共
感
で
き
た
こ
と 

 
 

 
 

・
疑
問
に
感
じ
た
こ
と 

 
 

 
 

・
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と 

 
 

な
ど 

 

 
 

 
 

 

③
「
時
計
の
時
間
」
「
心
の
時
間
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
時
間
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 

◎
「
時
計
の
時
間
」
と
は
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

例 

〇
時
計
が
表
す
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

ま
だ
、
あ
る
か
な
？) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◎
「
心
の
時
間
」
と
は
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

例 

〇
私
た
ち
が
体
感
し
て
い
る
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

他
は
、
ど
う
か
な
？)  

               

 
 

  
 

 
 

難しい語句があ

ったら、 

辞書で調べてみ

よう！ それぞれ色を分け

て、サイドラインを

引いてみると、分か

りやすい！ 



  

五
月
二
十
七
日(

水) 

四
十
八
ペ
ー
ジ 

「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
」 

一
川 

誠 

 

●
め
あ
て 

 

文
章
全
体
の
構
成
を
考
え
よ
う
。 

 

① 

全
文
を
音
読
し
よ
う
。 

 

② 

①
段
落
か
ら
⑧
段
落
ま
で
の
段
落
分
け
を
し
て
、
教
科
書
に
番
号
を
つ
け
よ
う
。 

 

③ 

筆
者
の
主
張
は
、
何
段
落
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

◎( 
)

段
落
と( 

)

段
落
→
筆
者
の
主
張 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◎
文
章
構
成
を
ま
と
め
よ
う
。( 

 
)

を
う
め
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

①
段
落
・
・
主
張 

 
 

 
 

 
 

 

②
段
落
・
・( 

 
 

 
 

 
 

)  

 
 

 
 

 
 

 

③
段
落
・
・
事
例
１ 

 
 

 
 

 
 

 

④
段
落
・
・( 

 
 

) 

 
 

 
 

 
 

 

⑤
段
落
・
・( 

 
 

) 

 
 

 
 

 
 

 

⑥
段
落
・
・( 

 
 

) 

 
 

 
 

 
 

 

⑦
段
落
・
・( 

 
 

 
 

 
 

) 

 
 

 
 

 
 

 

⑧
段
落
・
・
主
張 

 
 

 

 

  

文
章
構
成
は( 

 
 

 
)

型
で
す
。 

 
 

          

 
 

  
 

 
 

書き始めが、一マス

下がっているところ

に注目しよう！ 

「笑うから楽しい」を思い出し

てみよう！文末表現に着目し

て、筆者の強い気持ちが書かれ

ているのは、どの段落かな？ 

②段落と⑦段落は、何が書い

てあるかな。②段落は、②段

落の最後の「特性」という言

葉に注目！⑦段落は、⑦段落

の最初の「ここまで見てきた

ように・・」と書いてあるか

ら、何かをまとめているのか

な。自由に書いてみよう。 

 

 

 

 

最初と最後に主張が

来るのは、何型だっ

たかな。忘れてしま

った人は、22 日の

課題に戻ろう！ 

少し難しいかな。まずは、自分で頑張

ってみよう！ 

学校が始まったら、一緒にやっていき

ます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五
月
二
十
八
日(

木) 

四
十
八
ペ
ー
ジ 

「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
」 

一
川 

誠 

 

●
め
あ
て 

筆
者
が
あ
げ
た
事
例
の
意
図
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 

 
 

①
全
文
を
音
読
し
よ
う
。 

 
 

 
 

②
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
つ
い
て
、
一
文
で
ま
と
め
よ
う
。 

 
 

 
 

〇
事
例
１
・
・
③
段
落
【
例 

そ
の
人
が
そ
の
と
き
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
感
じ
る
か
で
時
間
の
進
み
方
が
か
わ
る
と
い
う
事
例
】 

 
 

 
 

〇
事
例
２
・
・
④
段
落
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】 

 
 

 
 

〇
事
例
３
・
・
⑤
段
落
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】 

 
 

 
 

〇
事
例
４
・
・
⑥
段
落
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】 

    
 

 
 

 
 

 
 

す
べ
て
「
心
の
時
間
」
に
つ
い
て
の
事
例 

  
 

③
四
つ
の
事
例
の
中
か
ら
、
共
感
で
き
た
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
理
由
も
考
え
よ
う
。 

 
 

 
 

◎
共
感
で
き
た
事
例 

 
 

 
 

 
 

 

〇
【
例 

 

事
例
１
】 

〇
【
理
由
・
・
遊
ん
で
い
る
一
時
間
と
、
勉
強
し
て
い
る
一
時
間
で
は
、
同
じ
一
時
間
で
も
感
じ
方
が
違
う
か
ら
。】 

   
 

◎
な
ぜ
、
筆
者
は
多
く
の
事
例
を
あ
げ
て
「
心
の
時
間
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

             

         

 
 

  
 

 
 

それぞれの段落の最初の

一文に注目してみよう！ 

もし、この４つの事

例がなかったらどう

かな。図や表がなか

ったらどうですか。 

P５７ページも 

参考にしてみよう！ 



 

 

 

五
月
二
十
九
日(

金) 

四
十
八
ペ
ー
ジ 

「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
」 

一
川 

誠 

 

●
め
あ
て 

筆
者
の
主
張
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。  

 
 

①
全
文
を
音
読
し
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

        

◎ 

筆
者
の
主
張
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
書
こ
う
。(

五
十
五
ペ
ー
ジ
の
３
「
発
表
の
例
」
を
参
考
に
や
っ
て
み
よ
う
。) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

① 

段
落
目
・
・
自
分
の
考
え 

[

筆
者
の
考
え
の
こ
の
部
分
に
共
感
・
納
得
・
疑
問 

な
ど
。] 

② 

段
落
目
・
・
理
由
や
具
体
例 

[

な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
。
自
分
の
経
験
な
ど
。] 

 
 

③ 

段
落
目
・
・
ま
と
め 

[

今
後
に
い
か
し
た
い
こ
と] 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

         

 
 

  
 

 
 

筆
者
の
主
張 

 

①
段
落
・
・
「
時
計
の
時
間
」
と
「
心
の
時
間
」
と
い
う
、
性
質
の
ち
が
う
二
つ
の
時
間
が
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
れ
ら
と
共
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
私
は
、「
心
の
時
間
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
、
時
間
と
付
き
合
っ
て
い
く
う
え
で
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

⑧
段
落
・
・
私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、「
心
の
時
間
」
を
頭
に
入
れ
て
、「
時
計
の
時
間
」
を
道
具
と
し
て
使
う
と
い
う
、「
時
間
」
と
付
き
合
う 

ち
え
な
の
で
す
。 

 

筆者の主張に対して、共感・

納得したかな。それとも疑問

を感じたかな。 



社会科 

＜社会 7＞ ※太い文字は必ずノートに書きましょう。 

 

（日付）天皇中心の国づくり 

奈良に都があったころ、大陸から受け入れた文化について考えよう 

 

① 聖武天皇は、天皇中心の国づくりをすすめるため、積極的に大陸の文化を取り入れようとしました。

教科書 P32,33（資料集 P34,35）を読み、下の文章中の（   ）をうめ文章にまとめましょう。 

 

・（    ）・・・大陸の文化を学ばせ、新しい国づくりに役立てるために、唐（中国）に送った使者。 

・（    ）・・・東大寺にあり、宝物が納められている。（   ）造でつくられている。  

・（    ）・・・中国から日本に正式の仏教を広めるためにきた僧である（   ）が建てた寺院。 

 

 

 

 

 

 

② 遣隋使や遣唐使、また渡来人などによって、日本が大陸から受け入れた文化にはどのようなものがあ

ったでしょうか。教科書 P24～33までの中で、大陸から受け入れた文化と考えられるものを、箇条

書きにしてノートにまとめましょう。 

 

○大陸からの文化 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 

 

③ 聖徳太子から聖武天皇まで、天皇中心の国づくりを行うためにたくさんの人物が活躍しました。教科

書 P34を参考に、この時代に活躍した人物を二人選び、その人物になったつもりで天皇中心の世の

中について説明する文章をノートに書きましょう。（中大兄皇子を例に挙げます。） 

 

○天皇中心の世の中のために 

 

 

   

・聖徳太子のころは遣隋使という名で隋（中国）に送っていました。その後隋

が滅び、唐ができたため、名前が変わりました。 

・校倉造とは建物を建てる方式の一つです。 

・この頃の文化を【天平文化】といいます。聖徳太子の頃の法隆寺などの仏教

文化を【飛鳥文化】といいます。 

・
・
・ 

・政治のしくみや考え方、人、物など、教科

書やノートを見返してみましょう。 

 
  

わたしは、蘇我氏をたおし、

天皇を中心とする政治の仕組

みをつくりました。 

これによって、日本の力を高

めることができました。 

 



＜社会 8＞ ※太い文字は必ずノートに書きましょう。 

 

（日付）貴族のくらし 

平安時代の貴族はどのようなくらしをしていたのか考えよう 

 

① 教科書 P37 の写真 2を見ましょう。藤原道長が読んだ歌がのっています。 

「この世をば 我が世とぞ思ふ もち月の かけたることも なしと思へば」 

意味は「この世のことはすべて私の思いどおりになる。私の心はあの満月のように満ちている。」で

す。藤原道長はどんな人物で、どのような思いをもって、この歌を詠んだのでしょうか。予想してノ

ートに自分の考えを書きましょう。 

 

○藤原道長とはどんな人物だろうか 

（自分の考え） 

 

② 教科書 P37 を読み、平安時代の頃の様子について、下の文章中の（   ）をうめて文章にまとめ

ましょう。 

 

・794年、都が京都の（     ）に移され、平安時代になると、朝廷の政治を一部の有力な（   ）

が動かすようになった。 

・中臣鎌足の子孫である（   ）氏が天皇とのつながりを強くして大きな力をもった。特に（     ）

のころに最も大きな力をもっていた。 

 

③ 教科書 P36 のイラストを見ましょう。平安時代の都の貴族のやしきの様子が描かれています。人々

はどのようなくらしをしているでしょうか。P36 のイラストや P37 からわかることを、ノートに

下のような表にしてまとめましょう。 

 

○都の貴族のくらし 

衣  

食  

建物の様子  

やっていること  

使っているもの  

 

  ・いくつかある場合は、箇条書きにしてまとめましょう。 



＜社会 9＞ ※太い文字は必ずノートに書きましょう。 

 

（日付）貴族のくらし 

平安時代のくらしや文化についてまとめよう 

（前回の学習課題から） 

前回は平安時代の貴族のくらしについて、イラストや写真から読み取りました。今回はくらしの中から

生まれた文化についてまとめていきます。 

① この時代、様々な日本風の文化が貴族のくらしの中から生まれました。教科書 P38,39 を読みまし

ょう。当時の様子は、くらしの様子が描かれた大和絵や、漢字からできたかな文字を使った作品から

知ることができます。大きく、大和絵とかな文字からわかる文化を、下の文章中の（   ）をうめ、

ノートにまとめましょう。 

 

○（     ）・・・貴族の生活が描かれた絵 

  ・服装・・・男性は（    ）、女性は（    ） 

  ・遊び・・・（   ）、（   ）、笛、囲碁、（   ）、（   ）、乗馬など 

 

○（     ）・・・漢字からできた文字。気持ちなどを文章で細かく表現した。 

  ・文学・・・ 「源氏物語」（作者：（     ）） 

         「枕草子」 （作者：（     ）） 

         「土佐日記」（作者： 紀貫之 ） 

 

  朝廷を中心として、美しく、はなやかな（       ）（国風文化）が生まれた。 

 

② 教科書 P40 を読みましょう。今に伝わる年中行事のいくつかは、平安時代にさかんに行われていた

ものがあります。教科書 P40 の４の表も見ながら、下の文章中の（   ）をうめてノートにまと

めましょう。 

 

○年中行事 

 1月：正月を祝う。（     ）を食べる。 

 3月：曲水の宴（（   ）の節句） 

 5月：菖蒲、柏もち（（   ）の節句） 

 7月：（   ）まつり 

8月：（     ）の会 

9月：（   ）の節句 

 11月：その年の収穫を感謝する儀式 

 12月：大はらい 

 

・新嘗祭といいます。特に新天

皇が即位して最初の新嘗祭を大

嘗祭といいます。（昨年の 11 月

に行われました。） 



算数科 

対称な図形（前回の解答編） 

◇p16の△1 

 

 

◇p17の⑤ 

 

 ～解説～ 

  点 Jから対称の中心を通る直線を引き、辺 DEとの交点 

を点 Kとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇p17の△2 

 

 ～①解説～ 

  対応する 2つの点を結ぶ直線は対称の中心を通るので、 

  そのような直線を 2本引けば、直線の交点が対称の中 

  心である。 

 

 

① 



 

 

 ～②解説～ 

  点 E、点 Fからそれぞれ対称の中心を通る直線を引き、 

図形と交わる点が対応する点である。 

 

 

 

 

 

 

 

◇p17の△3 

線対称な図形 点対称な図形 

橋、飛行機、ハンガー、雪の結しょう 風車、寺院の地図記号、雪の結しょう 

 

 

◇p17のますりん通信 

 点対称な図形ではない。 

 →1 つの点のまわりに 120°回転させると、もとの図形にぴったり重なる。点対称な図形は、1 つの点のまわりに

180°回転させるともとの図形にぴったり重なる図形だったね！ 

 

 

◇p18の△4 

 

 

 

 

 点対称な図形の性質を使ってかきましょう！ 

  

② 



対称な図形⑨ 

 

計算問題 

(1)2
5

8
－

7

8
＋

1

8
 

(2)□×3＋60＝186 

(3)5.2×4.8－0.9÷0.18 

(4){63－(20－17)}×4÷6－21 

(5)1231－256＋365 

(6)216÷(□＋5)＝9 

 

◎これまで学習した多角形について、線対称な図形か、点対称な図形か調べよう！ 

 

1. p19の①、②に取り組み、対称の軸や対称の中心は教科書に書きこもう！また、教科書の表に記入しよう！（答

えは下にスクロール） 

2. P19 の③～⑤をノートにやろう！⑤は、線対称な図形か点対称な図形か調べ、線対称な図形であれば対称の軸

を、点対称な図形であれば対称の中心を教科書にかきこもう！（③、⑤の答えは下に） 

3. P20の⑥、⑦をノートにやろう！対称の軸は教科書にかきこもう。（答えは下に） 

4. P20の⑧、⑨に取り組み、対称の軸と対称の中心は教科書にかきこもう！また、教科書の表に記入しよう！（答

えは下に） 

5. P20の⑩、⑪をノートにやろう！（⑪の答えは下に） 

全体のポイント 

  図形を回転させていろいろな角度から見て、これまでに学習した図形を見なおそう！ 

6. 時間があれば、p21 に取り組んでみよう！（③の㋐～㋒がⒶ～Ⓒのどの図形になるか、考えてみましょう。（答

えは都合上このページの下にあります。） 

 

 

学習のしあげは、学校が始まってからみんなで確認しながらやりましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算問題解答…(1)1
5

8
  (2)42  (3)19.96  (4)19  (5)1340  (6)19 

P21解答 ㋐…Ⓒ、㋑…Ⓐ、㋒…Ⓑ 



文字と式 

 

ここからは、新しい単元に入ります。次のページ以降にポイントや指示がかいてあるので、それを見て、教科書の

p24 から学習を進めていきましょう！①～③の数字がかいてあり、それぞれ区切っているので、それを見てくださ

い。 ※解答は 25日にパスワード付きのページに掲載します。 

また、計算問題を引き続き出していきます。学習を始める前に、1回で 6問ずつ解いていきましょう。継続は力な

り。コツコツと積み重ねていきましょう！ 

 

計算問題① 

(1)0.8＋35.3－2.1 

(2)237÷18（商は整数で求め、余りも出しなさい。） 

(3)0.32÷0.08×0.21－0.26×3 

(4)(70－35)×6 

(5)106110÷45 

(6)100－50.04÷0.3×0.5 

 

計算問題② 

(1)370×27 

(2)36×{15÷(7－2)＋4} 

(3)46×39＋34×78－38×117 

(4)(271－172)÷(33÷11)×11 

(5)1
3

8
－

3

4
＋

1

3
 

(6)5.6×1.2＋1.42÷4 

 

計算問題③ 

(1)10000－9876－100 

(2)608÷8 

(3)60÷4×25 

(4)5時 13分＋2時 42分 

(5)1016÷8 

(6)20.2－7.098 

 

 

 

 

 

計算問題解答 

① (1)34  (2)13余り 3  (3)0.06  (4)210  (5)2358  (6)16.6 

② (1)9990 (2)252  (3)0  (4)363  (5) 
23

24
  (6)7.075 

③ (1)24  (2)76  (3)375  (4)7時 55分 (5)127  (6)13.10 



 

 

  



 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

 



学習内容
１）植物の体の中には水を全身に運ぶための管があります。まずは、水がその管をどう通ってい
るのかを簡単にまとめます。次のページのノート例①を見てノートに書きましょう。
蒸散は気孔という葉の裏側にある穴で行っています。

２）ここからはノートにまとめたことを確かめるためにはどのような実験をすると良いか考えて
もらいます。

３）植物の体の中に管があることは解剖して顕微鏡で観察すればわかりそうですが、実際には
そう簡単にはいきません。資料①を見ると、丸がたくさんあり全部管に見えます。しかし、水
を通す管はこのうちの一部です。そこで、観察する植物にある工夫をすると水が通る管が観
察できるようになります。さて、どのような工夫をすればよいでしょうか。

次のページに続きます。

理科

今週の課題①

用意するもの
・理科の教科書（指示があるまで開かない）
・理科のノート
・筆箱

植物の体
先週は動物の体について学習をしました。今週は植物の体の中で起こっていること、植物が生き

るためにしていることを学習していきましょう。まずは、植物と植物を育てるときには欠かさず与え
る水の関係について学習しましょう。今回は考えてほしいことがあるので、教科書は指示された
ページ以外は見ないようにしてください。

めあて
植物に与えた水のゆくえについて、確かめる実験を考えてみよう。

ノート

資料②を見て水が通る管を観察するためには
どんな工夫をすればよいだろうか？

・（自分の考えを書いてください）

ヒント①：水が通った跡があれば観察できそうではないですか？

ヒント②：解剖する前の植物に工夫してみましょう。

皆さんこんにちは。先週は曇りがちな日が多かったですね。洗濯物がなかなか乾きませんでした。
曇りの日は空にふたがしてあるみたいで私はあまり好きではありません。先生は福岡出身なので、雪
が積もるととてもテンションが上がります。福岡は雪が降ることがあっても積もることはありませんか
ら、雪玉とかゆきだるまは東京に来て初めて本物を見ました。東京の雪は・・・色々と怖いです。皆さ
んはどんな天気が好きですか？



学習内容の続き
４）自分の考えが書けたら、教科書P６３～P６５を読んで実験例を確認しましょう。
書き直す必要はありません。実験は授業が始まってからやってみましょう。

５）ノート例①でも書きましたが、植物は根から水を取り入れ、葉から「蒸散」しています。
今度は「葉から蒸散しているか」を確かめる実験を考えてください。

６）実験方法が書けたらP６６～P６９を見てみましょう。書き直す必要はありません。

７）課題①はここまでです。お疲れさまでした。

ノート

葉から蒸散しているか確かめる実験

方法
・ホウセンカで実験する

（ここから先は自分で考えてみましょう）
・～～～～～～～～～～
・～～～～～～～～～～

ヒント①：蒸散は水蒸気を出すことです
ヒント②：水蒸気は目に見えませんが、たくさんたまると水滴となり目に見えます。

課題後の小話
植物が生きていくうえで水は最も重要なものですが、そんな水を植物は「蒸散」によって結局

は体外に出してしまいます。せっかく取り入れた水を外に逃がしてしまう蒸散はむだなはたらきの
ように思えますが、実はとても大切なはたらきなのです。なぜなら、植物は蒸散のおかげで水を
すうことができるからです。
植物には筋肉が無いので力づくでは水をすうことはできません。しかし、蒸散で体内から水が

減ると、減った分を補うようにして自然と根から水が吸収されます。このしくみは「毛細管現象」
というものを利用しています。
植物は蒸散をすることで、水を吸収できるようになります。



ノ
ー
ト
例
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①

https://ww1.fukuoka-edu.ac.jp/~fukuhara/keitai/4-2.html


理科

今週の課題②

用意するもの
・理科の教科書（指示があるまでは開かないでください）
・理科のノート
・筆箱

植物の体
ここでは、植物の栄養のつくり方について学習していきます。基本的には植物は他の生き物を食

べたりせず、自給自足ができます。どのような仕組みになっているのでしょうか？

めあて
植物が自給自足していることを確かめる実験を考えよう。

方法
１）植物が自給自足できるのは、体の中で「デンプン」をつくることができるからです。
ただし、どんな環境でもつくれるわけではありません。植物がデンプンをつくるためには何が
必要なのかノートにまとめましょう。

２）ここでは、日光に注目して実験を考えてみましょう。
「植物がデンプンをつくるためには日光が必要である」ことを確認する実験を考えてみましょ
う。使用する植物はホウセンカやｲﾝｹﾞﾝﾏﾒなど今まで育てたことがある植物で考えま
しょう。

ヒント：デンプンがあるかどうかは５年生で使ったヨウ素液で確認できます。

３）最後に教科書P７１～P７５を読んだら、今週の課題②は終わりです。

ノート

植物の自給自足

・植物はデンプンをつくることができる

・デンプンをつくるために必要なものは・・・

・肥料はサポーターのようなもの絶対必要ではない

日光 空気

ノート

実験の目的

方法

植物がデンプンをつくるためには日光が必要であることを確かめる。

（簡単に書いてみましょう）



理科

今週の課題③

用意するもの
・理科の教科書（指示があるまでは開かないでください）
・理科のノート
・筆箱

植物の体
ここでは、植物の呼吸に注目していきます。私たち動物が息を吸って生きているのと同様に植物

も呼吸をしています。しかし、そのやり方は私たちと少しちがう所があります。私たちの呼吸と比べ
ながら進めてみるのも良いかもしれません。

めあて
植物はどのような息のしかたをしているのだろうか。

方法

１）植物も空気を吸ってはくということを行っていますが、動物とはちがい２種類の方法で行ってい
ます。まずはこの２種類の方法をまとめましょう。

２）光合成の話
光合成というのは「光を使って二酸化炭素化からデンプンを合成すること」です。植物は私

たちの利用することができない「光のもつエネルギー」を私たちの利用できる「食べ物のもつ
エネルギー」に変換してくれています。

３）植物は寝る暇も休む暇もない
植物は昼間よりも、光合成を行わない夜間の方がより成長します。これは昼間は光合成をメ

インに行ってせっせとデンプンをつくり、夜は呼吸でデンプンを使いぐんぐん成長するためです。

４）最後に教科書P７９、P８０を読んでください。植物が生きていくための体のしくみがまとめてあ
ります。ちゃんとしたまとめは学校で行いましょう。

５）今週の課題③はここまでです。

ノート

植物と空気

植物の息のしかたには２種類ある。

①酸素を取り込んで二酸化炭素を出す。 → 動物と同じ「呼吸」
・主に日光の当たらない夜間に行う
・昼間も光合成しながら呼吸も行っている
・つくったデンプンを養分として使う

②二酸化炭素を取り込んで酸素を出す。 →
・日光が当たっている昼間に行う
・取り込んだ二酸化炭素をデンプンに変えている

デンプンをつくるときに行う
「光合成」



 



英語３ 

 

1. アルファベット練習（Picture Dictionary） 

めあて：単語を正確に書き写そう。 

① 音声を聞いて、声に出してくり返す。 

② ２回以上用紙に書き写す。 

 今週取り組む場所：月・曜日（P14-15） 

③ 最後に取り組んだ日の曜日を１回練習する。 

 

 

 

 

2. 音声や映像を視聴しながら教科書を進める 

今週やる場所：Unit1 Hello, friends.（P12-13） 

めあて：世界のさまざまな一番を考えよう。 

進める順番 

（P12-13） 

P12 

①面積が一番広い国を考え、国の名前を４線に英語で書く。 

（国の名前を書く練習をしたので、書けたらすばらしいです。） 

  ②辞書や Picture Dictionary を使ってつづりを確にんする。 

 

P13 

①人口が一番多い国を考え、国の名前を４線に英語で書く。 

（なにも見ないで書けたらもっとすばらしい！） 

  ②辞書や Picture Dictionary を使って、つづりを確にんする。 

 

P12 

①世界で使われている言語の数を予想して、数字を空らんに書く。 

②世界で多く使われている言語 TOP3 を予想して、空らんに書く。 

③予想した理由を、ことば探検の下のスペースにメモしておく。 

ことば探検の答えは授業で伝えます。 

 

P13 

⚠できるだけ映像を見てください。音声のみよりわかりやすいです。 

①えい像をしちょうして、この国の首都だと思うものを３つの中から選んで○でかこむ。 

②えい像から聞き取れたこと、見つけたものを空らんに書く。書ききれなかったら、同じページのあいていると

ころにメモしてください。 

２回以内でわかるようにがんばりましょう。もしわからなかったら、わかるまで何度見ても良いです。 
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国
語
補
習
資
料
④ 

五
月
二
十
六
日 

(

火),

】 

 
⑫
詩
の
鑑
賞
② 

 
 

詩
の
用
語
上
の
種
類 

〇
口
語

こ

う

ご

詩
・
・
現
代
の
言
葉(

口
語)

で
つ
く
ら
れ
た
詩 

〇
文
語
詩
・
・
昔
の
言
葉(

文
語)

で
作
ら
れ
た
詩
。 

 

 
 
 

② 

詩
の
表
現
技
法 

①
比
喩

ひ

ゆ 

「
た
と
え
」
と
も
い
う
。
ほ
か
の
何
か
に
言
い
換
え
る
こ
と
で
、 

印
象
を
強
め
た
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
直
喩

ち
ょ
く
ゆ

・
・
「
～
の
よ
う
だ
」
「
～
み
た
い
に
」
な
ど
の
言
葉
を
用
い
た
表
現
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
隠
喩

い

ん

ゆ

・
・
「
～
よ
う
だ
」
な
ど
を
使
わ
ず
。
た
と
え
だ
け
を
あ
げ
た
表
現
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
擬
人
法
・
・
「
花
び
ら
が
舞
う
」
な
ど
の
よ
う
に
人
間
で
な
い
も
の
を
、
人
間
が
す
る
よ
う
に
表
現
す
る
方
法
。 

  
 

 
 

 

②
呼
び
か
け 

呼
び
か
け
る
よ
う
な
表
現
。
親
し
み
の
感
じ
を
強
め
る
。 

 
 

 
  

③
省
略
法 

 
 

わ
ざ
と
言
葉
を
省
い
て
、
作
品
を
引
き
締
め
た
り
、
余
韻
を
残
す
。 

 
 

 
 

 

④
繰
り
返
し 

同
じ
言
葉
や
似
た
言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
強
調
し
た
り
、
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
。 

 
 

 
  

⑤
対
句

つ

い

く 
 
 
 
 

対
に
な
る
言
葉
を
、
表
現
の
形
を
そ
ろ
え
て
並
べ
る
こ
と
で
、
強
調
し
た
り
、
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
。 

 
 

 

 
 

 
 

 

⑥
体
言
止
め 

行
の
終
わ
り
を
体
言(

名
詞)

で
止
め
る
。
印
象
を
強
め
た
り
、
余
韻
を
も
た
せ
る
。 

⑦
倒
置
法 

 

言
葉
の
順
序
を
い
れ
か
え
る
。
意
味
や
感
動
を
強
め
る
。 

                       

 

「詩の表現技法」は、

大切！覚えよう！ 
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国
語
補
習
資
料
⑤  

五
月
二
十
八
日 

(

木),

】 

⑭ 

物
語
の
読
解
③ 

(

⑬
番
は
、z

o
o
m

補
習
で
は
、
や
り
ま
せ
ん
。) 

 

① 

場
面
を
と
ら
え
る 

物
語
を
読
む
と
き
は
、
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
ど
う
し
た
」
と
い
う
場
面
を
抑
え
る
こ
と
が
基
本
。 

一
つ
一
つ
の
「
場
面
の
変
化
」
に
よ
っ
て
、
物
語
が
つ
く
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

② 

登
場
人
物
の
人
柄
と
気
持
ち
を
と
ら
え
る 

〇
人
柄
の
つ
か
み
方 

 

・
そ
の
人
物
の
年
齢
・
性
別
・
会
話
・
行
動
・
様
子
か
ら
つ
か
む
。 

 

・
他
の
人
が
評
価
し
て
い
る
言
葉
か
ら
つ
か
む
。 

 

 

③ 

表
現
を
と
ら
え
る 

〇
情
景
描
写
を
と
ら
え
る 

 

情
景
描
写
に
は
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
と
重
ね
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。 

 

 

〇
語
り
の
視
点
を
と
ら
え
る 

 
 

 
 

 
 

 

誰
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
一
人
称
視
点
の
物
語
・
・
話
者
が
「
私
」
や
「
ぼ
く
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
あ
れ
は
、
ぼ
く
が
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
の
出
来
事
だ
。
・
・
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

・
三
人
称
視
点
の
物
語
・
・
話
者
が
基
本
的
に
登
場
し
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
だ
れ
も
い
な
い
公
園
で
、
す
す
む
は
い
つ
ま
で
も
ブ
ラ
ン
コ
を
こ
い
だ
。
・
・
」 

 
 

 
 

 
 

                         

 



プリント⑤  集まりに関する問題（ベン図の利用） 

 

名前（               ） 

 

○ある地域の小学生３００人を対象に、季節と運動についてアンケートを行いました。 

 下の表はその結果です。 

 

質問 解答 

夏が好きか 好き  ２４０人 

きらい  ６０人 

冬が好きか 好き  ２７０人 

きらい  ３０人 

水泳が得意か 得意  １８０人 

得意ではない １２０人 

スキーは得意か 得意  ２１０人 

得意ではない  ９０人 

 

 

（１）夏が好きで、かつ水泳が得意だと答えた人が１５０人います。 

   夏がきらいで、かつ水泳が得意ではないと答えた人は何人ですか。 

 

（２）夏も冬もきらいだと答えた人が１０人いました。 

夏と冬のいずれか一方だけを好きと答えた人は何人ですか。 

 

（３）水泳もスキーも得意ではないと答えた人が５０人いました。 

  水泳かスキーの少なくとも１つは得意だと答えた人は何人ですか。 

 

 

 

 

 

 

 



プリント⑥       文字を使った式    

 

名前（              ） 

 

次の数量について、文字を使った式で表しなさい。 

 

(1) １個 x円のえんぴつを１本と、１個１００円の消しゴムを１個買った時の代金の合計 

 

(2) １ｍが y円のテープを４ｍ買った時の代金 

 

(3) ９９kgの体重の a倍の体重 

 

(4) １ダースが b円のジュース１本の値段 

 

(5) たて４㎝、横 x㎝の長方形の面積 

 

(6) たて４㎝、横 x㎝の長方形のまわりの長さ 

 

(7) 底辺 a㎝、高さ h㎝の三角形の面積 

 

次の問いに、文字を使った式を立てて答えなさい。 

 

(8) ２００gのかごに、１個８０gのりんごを x個入れて、全体の重さをはかったところ、 

ちょうど１kgありました。入れたりんごの個数を xとして式を作り、求めなさい。 

 

 

(9) 体積が７５０㎤ のねん土があります。このねん土をすべて使うと、 

縦 y㎝、横２０㎝、高さ３㎝の直方体ができます。yを使った式を立て、縦の長さを求めなさい。 

 

 

(10) ある数 aを８倍して、２．９を引いたら１５．１になりました。aを求めなさい。 

 

 



プリント⑦  比と比の性質 

 

名前（             ） 

 

次の比を簡単にしなさい。 

 

(1) 21：36=    (2) 0.6：0.15= 

 

(3) 3
1

2
：

2

3
=    (4) 

3

7
m ∶ 20cm = 

 

(5) 
5

6
∶
5

2
∶ 1

2

3
=   (6) 0.3 ∶

3

4
∶ 1

2

5
= 

 

(7) 56cm ∶ 0.8m ∶ 0.004㎞=  (8) 300㎤ ∶ 4.5dL ∶ 0.5L= 

 
次のA：B：Cの連比を簡単にしなさい。 

 

 

(9) A：B＝2：3 B：C＝6：1  (10) A：B＝3：2 B：C＝7：4 

 

 

(11) A：B＝
1
2：

2
3  B：C＝

1
4：

1
5
 (12) A：B＝

5
2：2

1
4  B：C＝

2
3：0.5 

 

  



プリント⑧  比と比の性質 （比例式）   

 

名前（             ） 

 

次の□に当てはまる数を求めなさい。 

 

(1) 2：3 = 4：□   (2) 8：5 =□：15 

 

(3) 2.4：0.6 =□：10  (4) 
3

2
：□＝1

1

8
：3 

 

(5) 
1

5
：0.5＝4：□    (6) 0.25：1.75 =□：42 

 

(7) 0.6m：45cm＝9：□  (8) 
3
4
L：5dL =□：20 

 
次の問いに答えなさい。 

 

(9) A：B＝3：5 A＝27 のとき、B はいくつでしょう。 

 

たてと横の長さの比が 2：5 の長方形があります。 

(10) 横の長さが 4.5 ㎝の時、たての長さは何㎝となりますか。 

(11) 長方形のまわりの長さの和が 252 ㎝の時、面積は何㎠ となりますか。 

  



プリント⑤  集まりに関する問題（ベン図の利用） 

 

解法 

（１）夏が好きで、かつ水泳が得意だと答えた人が１５０人います。 

   夏がきらいで、かつ水泳が得意ではないと答えた人は何人ですか。 

 

夏が好きを① 水泳が得意を② 両方を③ 

夏がきらいで、かつ水泳が得意ではないを④ 

 

④＝３００－①－②－③ 

 

③＝１５０人  ①＝２４０－１５０＝９０人  ②＝１８０－１５０＝３０人 

よって 

④＝３００－９０－３０－１５０ 

 ＝３０人 

 

（２）夏も冬もきらいだと答えた人が１０人いました。 

夏と冬のいずれか一方だけを好きと答えた人は何人ですか。 

 

夏が好き① 冬が好き② 両方好き③ 夏も冬もきらい④ 

 

④＝１０人  全体の３００人から、どちらもきらいな１０人を引いて①②③全体で２９０人と考える。 

③＝（①＋②）－２９０＝２２０人 

① ＝２４０－２２０＝２０人   ②２７０－２２０＝５０人 

よって、２０＋５０＝７０人 

 

（３）水泳もスキーも得意ではないと答えた人が５０人いました。 

  水泳かスキーの少なくとも１つは得意だと答えた人は何人ですか。 

 

水泳が得意ではない人① スキーが得意ではない人② 両方得意ではない人③ 両方得意④ 

 

この問題で聞かれている事は、少なくとも１つは得意ということなので、どちらか得意だけではなく、 

両方得意も答えにふくみます。 

よって、３００－５０＝２５０人 



プリント⑥   文字を使った式 

(1) x ＋１００ 円    (2) y ×４ 円 

 

(3) ９９× a kg    (4) b ÷ １２ 円 

 

(5) ４ × x ㎠    (6) ４ × ２ ＋ x × ２ cm 

 

(7) a × h ÷ ２ ㎠    (8) x ＝ 10 

 

(9) y ＝ 12.5     (10) a ＝ 
9

4
 ＝ 2

1

4
 

 

プリント⑦   比と比の性質 

(1) 7：12     (2) 4：1 

 

(3) 21：４     (4) 15：7 

 

(5) 1：3：2     (6) 6：15：28 

 

(7) 7：10：50    (8) 6：9：10 

 

(9) 4：6：1     (10) 21：14：8 

 

(11) 15：20：16    (12) 40：36：27 

 

プリント⑧   比と比の性質（比例式） 

(1) □ ＝ ６     (2)  □ ＝ 24 

 

(3) □ ＝ 40     (4)  □ ＝ 4 

 

(5) □ ＝ 10     (6)  □ ＝ ６ 

 

(7) □ ＝ 
27

4
 ＝ 6

3
4
    (8)  □ ＝ 30 

 

(9) 45     (10) 1.8 cm 

 

(11) 3240 ㎠ 

 


